
ं
͍
͢
ؔ
࿈

介
護
保
険
制
度

衣
類

歩
行
関
連

車
い
す
関
連

ベ
ッ
ド
関
連

床
ず
れ
防
止
関
連

移
乗
用
品

入
浴
関
連

排
泄
関
連

住
宅
関
連

食
事
・
口
腔
ケ
ア

生
活
・
健
康
用
品

介
護
予
防
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施
設
・
防
災
用
品

ं͍͢・
ं͍ؔ͢࿈用品

●
ं
͍
すɾं
͍
す
෇
ଐ
඼ớ
Ϋ
ỽ
γ
ἀ
ϯɾి
動
ิ
ॿ
૷
ஔ
౳
Ờ͸
、հ
ޢ
อ
ݥ
の
ି
༩ớ
Ϩ
ϯ
λ
ル
Ờと
し
て
の
ର
৅
඼
Ͱ
す
。

ʢΞʔϜαϙʔトʣ

հॿϒレーΩ

ハンドάリップ

͜ͷ෦෼ʹखΛ
͔͚ͯंྠΛまΘ͢

（ハンドリϜ）

ςィッϐンά
レバー

（レッάサϙート）

（ϑットサϙート）

⁞座った時、͓ ৲のࠨӈに֤2cmのΏとりがあるもの
（介助の人の手が入るよ͏に）

 バックレストは肩ࠎߕの下͙らい
⁠アームサポートに࿹を͓くとගの֯度が90度に曲げられる
⁡アームサポート・フットサポートがはずれると移乗がしやすい
⁢アームサポートにකがくっつきすぎない
をӽえやすいߔ動ྠが大きい方がஈやۦ⁣
⁤ハンドルグリップは介助者の΁その高さくらいが適౰
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ࣗ૸ࣜ
自分自身で操作すること
が出དྷるタイプ。介助者
が後ろからԡすこともで
き、後ྠが大きく安定感
があります。

˔લ͖޲ͰஈࠩΛ্͕Δ
①体をີ着させティッϐングレバーを
౿みながらハンドグリップを後方に下
げ、キϟスターをුかせたまま௚ਐ。

②キϟスターを上げ、ු かせたキϟス
ターをஈに乗せ、後ྠをஈにくっつける。

③ハンドグリッ
プを持ち上げ
ながら前にԡし
出し、後ྠをஈ
ࠩにԊってすり
あげる。

①体をີ着させキϟスターを上
げ、ハンドグリップを持ち上げる
よ͏にしながら後ྠをஈにԊっ
て߱ろす。
②キϟスターを上げて後ろにҾく。
③フットとつまઌが
ஈࠩに౰たらないよ
͏にキϟスターを߱
ろす。

ͰஈࠩΛ߱ΓΔ介助͖ࣜ޲Ζޙ˔
介助者が後ろから操
作するタイプ。自૸用
の車いすより軽くコン
パクト。後ྠがখさく
খճりが利きます。

後方に஫ҙしながら後
ろ向きで一歩一歩Ώっ
くり下りる。

ΛԼ͕Δࡔなٸ˔

介助ऀのंいすでの͓ੈ࿩

サイズのબͼํ

タイプ

֤෦໊শ

ंいす使用࣌
の஫ҙ఺
①͓でかけ前にタイヤの空気がे分に入って
いるか֬ೝしてください。（自転車用空気入れ
が使えます。）

②乗り߱りする時はற車ブレーキ（タッグルブ
レーキ）をしっかりかけて、転౗を防ぎましΐ͏ 。

ಓやஈࠩは後ろ向き（バック）でਐむࡔなٸ③
と安શに߱りることができます。

ᶆ歩行器として使用することはできません。

ंいす使用࣌

Δ͛޿
①両側のブレーキをかける。
②車いすをগし外側に։くよ͏にする。
③シートの両側を両手でԡし広げる。この時、Ώびをڬま

ないよ͏に஫ҙしてください。

ͨͨΉ
①両側のブレーキをかける。
②フットプレートを持ち上げる。
③シートの中ԝ部を持ち上げる。

ԡ͢
両手でハンドグリップをѲり、
介護される人に஫ҙしながら
　　　　　　Ώっくりԡす。

ंいすのجຊతな使いํ

ϒレーΩΛ͔͚Δ
①車いすのԣにཱち、片手でハンドグ

リップをѲり、他方の手でブレーキ
をかける。

②反対側もಉ༷に
　ブレーキを
　かける。
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